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戸坂取水場沈砂池で発生したアカウキクサについて 

1. 経緯

2024 年（令和 6 年）7 月 30 日、牛田浄水場より「戸坂取水場沈砂池にアカウキクサが多

量に発生しており、カビ臭が心配なので調査してほしい」と依頼があった。発生したアカウ

キクサは、すでに連絡当日の午前中に大部分除去したとのことだが、除去した際のアカウキ

クサの一部を調査用として水質管理課に持ち込まれた。

2. 調査内容

アカウキクサはシダ植物の一種であり、自身がカビ臭物質を産生するわけではない。しか

し、アカウキクサの内部にカビ臭を産生するアナベナ（Anabaena）の一種を共生させている

ことが知られている。また、過去にアカウキクサの根にカビ臭を産生する生物が増殖した事

例がある。 

今回持ち込まれたアカウキクサは、そのままではカビ臭を感じないものの、根を指ですり

潰すようにすると若干のカビ臭を感じられた。 

そこで、根に付着しているカビ臭産生生物の剥離を試みた。アカウキクサ適量（10 個弱）

を 10mLポリ遠沈管に採り、精製水 10mLを添加して、ボルテックスを 1～2分間かけた。そ

の後アカウキクサを除去した上澄み液を抽出液とした。この抽出液を試料として、顕微鏡に

よる観察及び GCMSによるカビ臭発生の確認を行った。また、アカウキクサ除去前後で、牛

田浄水場原水のカビ臭濃度測定結果を比較した。 

3. 調査結果

3.1. 顕微鏡による生物観察 

抽出液を顕微鏡によって観察したところ、藍藻類（図 2）が観察され、外観からはフォル

ミジウム（Phormidium sp.）又はオシラトリア（Oscillatoria sp.）と推察された。フォル

ミジウム、オシラトリアともにジェオスミンの原因生物としての事例がある。

図 1 アカウキクサ 
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3.2. GCMSによるカビ臭発生確認 

抽出液中の藍藻類がカビ臭を産生するのか確認するため、抽出液をバイアル瓶に採取して

GCMS測定したところ高濃度（75ng/L）のジェオスミンが検出された。また、2-MIBについて

は定量下限値未満であり不検出であった。 

生物観察の結果と合わせて推察すると、抽出液中の藍藻類は、ジェオスミンを産生する能

力を有しているものの、実際には藻体外に放出するほど産生していないと考えられる。 

3.3. アカウキクサ除去前後の原水中カビ臭濃度比較 

アカウキクサ除去前後の牛田浄水場原水のカビ臭濃度に変化があったのかを確認した。ア

カウキクサ除去前の 7 月 30 日及び除去後の 31 日、それぞれの牛田浄水場原水のカビ臭濃

度測定結果を表 1 に示す。アカウキクサ除去前後でジェオスミン濃度はほとんど変化して

おらず、アカウキクサの有無とジェオスミン濃度に関係性は見られなかった。また、2-MIB

についても同様の結果であった。 

4. まとめ

戸坂取水場で多量に発生していたアカウキクサを調査したところ、根にジェオスミンを産

生する藍藻類（Phormidium sp.又は Oscillatoria sp.）が付着していたことが確認された。

なお、原水中のカビ臭濃度上昇をもたらすほどのカビ臭物質は放出されていなかった。 

今回はアカウキクサの影響は無かったが、増殖の規模等によっては問題を引き起こす可能

性が十分ある。そのため、今後もアカウキクサの増殖について注視していく必要がある。 

表 1牛田浄水場原水のカビ臭濃度測定結果 

ジェオスミン 2-MIB

アカウキクサ除去前（7月 30日） 2.77 ng/L 1.72 ng/L 

アカウキクサ除去後（7月 31日） 3.25 ng/L 2.05 ng/L 

図 2 抽出液中の藍藻類（200倍） 
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